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６月・７月の主な活動の様子 

 ６月１４日（火）の第２回は、竹川 美砂恵さんを講師にお迎えして『絞
り染め』教室を開催しました。（当センターでは、教室や講座の始まりの
時間を使い、河野幸夫所長が「部落差別問題」について、「部落差別
解消推進法」・「本人通知制度」・「人権問題の現状」を参加者に説明し
てからスタートしています。）今回は白いＴシャツを輪ゴムで絞り、染め粉
で染める活動でした。出来上がった作品は彩り豊かなものばかりでした。 
 ７月１２日（火）の第３回は、原野 彰子さんを講師にお迎えして『絵手
紙』教室を開催しました。今回は暑中見舞いをテーマに季節の花や果
物を題材に作成しました。出来上がった作品は夏らしい素敵なものばか
りでした。参加してくださった皆さま、誠にありがとうございました。 
 ９月１３日（火）の第４回は、『新聞紙で作るちょっとお洒落なバッグ』教
室を開催します。ぜひご参加ください。 

 第２回・第３回 じんけんふれあい教室 

 第１回・第２回 人権ミニ講座 

６月１６日（木）の第１回は、大分県人権問題講師団講師のマックビー
ン 光子さんを講師にお迎えして『笑顔で元気！一人ひとりが輝いて生き
るために』と題して、外国人と人権についてお話をしていただきました。アメ
リカ人のパートナーと生活する中で感じる事や日本で起きている外国人に
対する差別事件の内容、また外国人技能実習制度の説明などを詳しく
丁寧にお話しいただきました。 

７月２１日(木)の第２回は、オカリナの調べ みずぐるま代表の渡邉 明
子さんを講師にお迎えして『ハンセン病回復者の願い』と題して、医療を
めぐる人権についてお話をしていただきました。 

オカリナ奏者としてハンセン病回復者の方々と出会い、その後長年家
族のように交流を深めてこられた渡邉さんの言葉には、患者・回復者への
偏見や差別をなくしていこうという熱い思いが込められ、参加者全員の心
に響く内容でした。 

参加してくださった皆さま、誠にありがとうございました。 
９月１５日（木）の第３回は『女性と人権』についての講座を開催します。 

ぜひご参加ください。  

 第１回 市民人権講座 

  ６月２２日（水）の第１回は、大分県教育文化総合研究所講師団講師
の大畑 貞治さんを講師にお迎えして『別府的ヶ濱焼払い事件・真相』と
題して部落差別問題・さまざまな人権問題についてお話をしていただきま
した。くしくも１９２２（大正１１）年３月３日に創立した全国水平社と同じ年
の同じ月に別府で発生した事件。誰が何のために起こした事件なのか、こ
の事件をメディアはどう報じたのか、また被害に遭った人たち、さらに当時
の警察の主張や内務省公式見解など「事件の真相」を大変詳しく説明い
ただき、改めて人権侵害を許さない、差別を見抜くことの大切さを学び直
すことができました。 

参加してくださった皆さま、誠にありがとうございました。 

第１回 

第２回 

第２回 
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映画「破戒」が９月に別府ブルーバード劇場で上映されます。 
   島崎藤村、不朽の名作「破戒」を６０年ぶりに映画化。 

    ９月２日～８日、９月１６日～２２日の日程で上映されます。 

    映画に関する内容、上映スケジュール等は下記の QR コードからご確認ください。 
 

   
 

 
 
 

   

  

  
 

★ 市民人権講座 ★（２回連続シリーズ） 
９月２８日（水）１０：００～１２：００ 

  「今を生きる私たち —なぜありえないものが、 
ありつづけるのか？—」（部落差別問題）  

 
１０月２６日（水）１０：００～１２：００ 

  「今を生きる私たち —なぜありえないものが、 
ありつづけるのか？—」（部落差別問題） 

 
（講師）大分県人権教育・啓発推進協議会 
    人権問題研修講師  一法師 英昭さん 

★ 人権ミニ講座 ★ 
９月１５日（木）１０：００～１１：３０ 

 「なぜ DV 被害者に女性が多いのでしょうか？」 
（女性と人権）  

（講師）NPO 法人えばの会 
        代表  吉本 寛子さん 

★ じんけんふれあい教室 ★ 
９月１３日（火）１０：００～１２：００ 

  「新聞紙で作るちょっとお洒落なバッグ」教室 

（講師） 竹内 則子さん 
 

１０月１１日（火）１０：００～１２：００ 

  「筆あそび」教室  

（講師）筆もじ工房「笑音」 板井 佐奈枝さん 

第２回 市民人権講座 

７月２７日（水）の第２回は、立教大学大学院異文化コミュニケーション研

究科の川野 優希さんと立命館アジア太平洋大学大学院アジア太平洋研

究科のマーサ・ターケットさんを講師にお迎えして『双方の視点（受け入れる

側/受け入れられる側）から捉える多文化共生社会』と題して外国人の人

権問題についてお話をしていただきました。 

立命館アジア太平洋大学卒業の川野さんは、３年間 JICA 青年海外協

力隊でルワンダのコミュニティ開発に携わり、その経験を元に、多様な人た

ちと共に生きる共生社会実現のための気づきや手立てをお話しくださいまし

た。特に、国内における外国人の割合や生活する中で生じる問題、過去の

成功例や失敗例から問題解決の原理を導き出す方法を分かりやすく説明

してくださいました。 

西アフリカ・リベリア出身のマーサ・ターケットさんは、内戦により難民とな

り、その後負傷。難民支援を受け、現在は別府で生活されています。文化

や習慣の違いを乗り越え、共に地域に暮らすためには互いを理解しようとす

る姿勢や、「話す」ことの大切さについてお話しいただきました。 

参加してくださった皆さま、誠にありがとうございました。 

９月２８日（水）の第３回と１０月２６日（水）の第４回は、『部落差別問題（２

回連続シリーズ）』について講座を開催いたします。ぜひご参加ください。 

「破戒」ホームページ 

http://hakai-movie.com/ 

別府ブルーバード劇場 

https://www.beppu-bluebird.info 

～９月・１０月の行事予定～ 

★ 人権ミニ講座 ★ 
１０月２０日（木）１０：００～１１：３０ 

 「 演 題 未 定 」（部落差別問題）  

（講師）臼杵市教育委員会社会教育課 

    部落差別解消推進・社会人権教育指導員 

栁井 信一さん 


